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天
美
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い

弥
生
時
代
〜
平
安
時
代
の
遺
構
発
見

　

十
一
月
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

セ
ブ
ン
パ
ー
ク
天
美
が
オ
ー
プ
ン
し
て
二

周
年
に
な
り
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

天
美
地
区
に
と
ど
ま
ら
ず
、
松
原
市
全
域
に

賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
直
後
か
ら
、市
で
は
セ
ブ
ン
パ
ー

ク
天
美
を
舞
台
に
、
地
域
活
性
化
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
、地
域
活
性
化
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
。
地
産
地
消
と
市
産
品
の
販
路

拡
大
。
地
域
へ
の
参
画
や
市
民
協
働
の
推
進
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
。
市
政
や
観
光
情

報
の
発
信
な
ど
で
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ブ
ン
パ
ー
ク
天
美
が
建
つ
場
所
は
、

池い
け

内う
ち

地
区
で
、
現
在
は
天
美
東
の
町
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
前
後
ま

で
は
、
近
鉄
河
内
天
美
駅
北
西
に
集
落
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、
線
路
東
側
の
阪
南
大

学
の
東
方
は
池
内
の
田
畑
や
た
め
池
が
一

面
に
点
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）、
天
美
B
地

区
と
名
付
け
ら
れ
て
、
区
画
整
理
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
地
権
者
ら
は
、
府
や
市
な
ど
の
協

力
の
も
と
、「
人
が
行
き
交
い
、
賑
わ
い
あ
ふ

れ
た
、
持
続
可
能
な
複
合
拠
点
都
市
の
実
現
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
勉
強

会
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
松
原
市

天
美
東
土
地
区
画
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、

四
年
の
歳
月
を
経
て
事
業
が
完
了
し
、
令
和

元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
、
組
合
は
解
散
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
天
美
東
第
二
公
園
が
つ

く
ら
れ
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月

に
は
、「
松
原
市
天
美
東
土
地
区
画
整
理
事

業
竣
工
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
北
側
で
は
、
阪

神
高
速
道
路
大
和
川
線
が
開
通
し
、
西
側

に
は
、
都
市
計
画
道
路
の
府
道
大
阪
河
内

長
野
線
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
線
の
東

側
に
接
し
て
令
和
三
年
十
一
月
に
セ
ブ
ン

パ
ー
ク
天
美
が
オ
ー
プ
ン
し
、
道
路
西
側

に
も
住
宅
地
・
商
業
業
務
地
と
し
て
、
商

業
施
設
が
開
業
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
開
発
さ
れ
た
天
美
B
地
区
は
、
池

内
遺
跡
と
よ
ば
れ
る
弥や
よ
い生
時
代
か
ら
近
世

に
か
け
て
の
遺
跡
の
南
東
部
に
あ
た
り
ま

し
た
。
遺
跡
全
体
の
範
囲
は
天
美
北
一・
六

丁
目
と
天
美
東
三・
五
丁
目
に
所
在
し
、
西

端
は
阪
南
大
学
を
含
む
近
鉄
線
手
前
、
東
端

は
三
宅
西
に
接
す
る
今い
ま

井い

戸ど

川が
わ
で
す
。
東
西

約
九
〇
〇
ｍ
、南
北
六
五
〇
ｍ
に
及
び
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
二
三
〇
〇
年
前

の
弥
生
時
代
前
期
の
環か
ん

濠ご
う

集
落
や
水
田
、

一
二
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
年
前
の
平へ
い

安あ
ん

時
代

の
集
落
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
松
原
市
教
育
委
員
会
は
（
公
財
）

大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
平
成

二
十
七
年
〜
二
十
八
年
、
二
期
に
分
け
て

面
積
約
一
六
三
〇
〇
㎡
を
発
掘
調
査
し
ま

し
た
。
阪
神
高
速
道
路
に
接
す
る
B
地
区

北
端
か
ら
南
北
一
〇
〇
m
、
東
西
一
五
〇

m
の
範
囲
で
す
。

　

特
に
、
平
成
二
十
七
年
に
行
わ
れ
た
一
期

で
は
、
一
九
〇
〇
年
前
の
弥
生
時
代
後
期
か

ら
一
七
〇
〇
年
前
の
古こ

墳ふ
ん

時
代
中
期
の
土ど

坑こ
う

群
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
井
戸

と
思
わ
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
井
戸
に
投

げ
込
ま
れ
、
祭さ
い

祀し

に
使
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
土
器
類
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
古
墳
時
代
の
土
坑
か
ら
は
、
祭
祀

に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
臼う
す

玉だ
ま
、
双そ
う

孔こ
う

円え
ん

板ば
ん
、

土ど

製せ
い

勾ま
が

玉た
ま
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
、
集

落
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物

や
土
坑
、
溝
、
轍わ
だ
ちな
ど
も
見
つ
か
り
、
人
々

が
暮
ら
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。現
場
は
、

西
は
府
道
大
阪
河
内
長
野
線
に
接
し
、
北
は

セ
ブ
ン
パ
ー
ク
天
美
の
北
西
駐
車
場
に
あ

た
り
ま
す
。
B
地
区
以
外
の
阪
南
大
学
近
く

の
調
査
で
も
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
や

溝
、
井
戸
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
広
範

囲
に
村
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
時
の
成
果
を
、
松
原
市
教
育
委
員

会
や
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
平
成

二
十
八
年
一
月
十
六
日
、
一
般
向
け
現
地
説

明
会
で
行
い
、
一
八
〇
人
も
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
十
八
日
に
は
、

近
く
の
天
美
北
小
学
校
三・四・五
年
生
に
も

現
地
見
学
会
を
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
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池内遺跡の発掘調査

▲天美北小学校生徒による池内
遺跡現地見学会　（平成28年1月
松原市教育委員会提供）

▲出土した弥生時代の弥生土器（右）と古墳時代の土師器や
須恵器（左）（「池内遺跡」より転載）
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